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ラであっていいのかといえば､やはりそうじゃないだろうと｡ つまり integrateしていくものがあるわけです｡ そ
うでなければならないわけですね｡では､その irltegrate す る原理というものをどこに求めるのかということが､
私が申し上げるいわゆる思想の次元という問題になります ｡ そ こで4ページのまん中に書いておりますように､それ















て､非常に感 じていることです｡やみくもに突っ走っていく｡ このモラルはそういうようなことに対 しての制御力に
もなってくるし､学生にそういう制御力というものを教えていくことができる｡ ものの考え方､認識の仕方というも



































































































































しょに逃げてしまって､私は basictrustか mistrustか迷ってるんですよ｡というようなことをのべる｡ 今年は
書けなかったんですけれども.そういう若者にとって教養､一般教養というのは何なのかというと､やっぱりそうい
う人々には､生きるパ ワーになるような教養というのが大事だと思います｡だからあまりきれい事は言えないんです




































































































































































































としたモデルがあるわけでもありません｡ それぞれの大学を構成する大学人のアイデアを生か しー 頗いをこめて､そ
の大学らしい個性的な､多様化をはかっていくべきだろうと思います｡そういう時代が今来ているのではない かと思
われてなりません｡
そういう意味で､今日の6人の先生方の多様な視点からのプレゼンテーションを受け止めていただければ､非常に
有り難いと思います｡本当に今日は有り難うございました｡最後に私どものセンター長､岡田先生から締めくくりの
ご挨拶をいただきたいと思います｡
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